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食物アレルギーへの緊急事態対応  

体験型出前セミナー  

2017年1月～3月実施 

 2017年1月～3月にかけて、「食物アレルギーへの緊急時対応 体験型出前セミナー」が実施されました。
講師は、宮城県立こども病院 鈴木 千鶴看護師で宮城県内の保育所・小学校・児童館等の10施設で、合計
130名の教職員の方が参加されました。 
 講義では、食物アレルギーの緊急時の対応方法について、ビデオ教材や資料を用いて食物アレルギーに
関してご説明いただき、実習では、エピペントレーナーを用いて、実際にエピペンの打つ箇所についての
確認や実践を想定した演習が行われました。 
 参加者からは「食物アレルギーを安易に考えていたけれど、もっと深く学び対応もシミュレーションし
ていきたい。職員との連携も必要なので日頃から学びあいたい。」「知識としては頭に入っているつもり
でも、いざとなると自分がどう対応して良いか、迷いや不安が出ると思う。子どもの命を助けるためにき
ちんとした対処ができるようシミュレーションを続けていきたい。」「施設全体としての連携や保護者と
の連携の大切さを学んだ。」といった感想がありました。 
 アンケートでご回答いただいたご意見やご感想などを今後のセミナーに生かしつつ、より多くの教育関
係施設などにアレルギーに関する知識を広めていけるよう、引き続き、尽力していきたいと考えます。 

1月21日メリーポピンズ保育園 2月17日 新田こばと園 2月17日富ヶ丘小学校 2月21日錦ヶ丘児童館 

2月21日  八本松児童館 3月7日 ビックママランド 3月7日 七郷児童館 

3月9日 共生型福祉施設 
      もりのひろば 

3月9日 南材木町児童館 3月15日 住吉台中学校 
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